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延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
二
月
、
南
条
時
光
は
嫡
子
・

次
郎
時
忠
を
中
心
に
、
自
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ

譲
状
を
書
い
て
い
る
。
日
蓮
の
門
下
と
し
て
「
青
年
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
時
光
も
、
す
で
に
五
十
代
に
な
っ
て
い

た
。「
譲
状
」
と
は
、
土
地
な
ど
の
財
産
に
対
す
る
権
利

を
譲
り
渡
す
旨
を
書
い
た
証
文
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
古
文
書
は
、
壮
年
期
以
降
の
時
光
の
姿
を
語
っ
て
く

れ
る
、
非
常
に
魅
力
的
な
史
料
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
譲
状
作
成
の
ち
ょ
う
ど
二
年
前
と
な
る
徳
治
二

年
（
一
三
〇
七
）
の
二
月
、
時
光
は
仕
え
て
い
た
北
条
得

宗
家
の
家
政
機
関
で
発
給
さ
れ
た
、
一
通
の
文
書
を
受
け

取
っ
て
い
る
。
新
田
五
郎
重
綱
後
家
尼
蓮
阿
が
、
駿
河
国

富
士
上
方
上
野
郷
（
現
静
岡
県
富
士
宮
市
）
の
年
貢
米
等
の

こ
と
で
時
光
を
訴
え
て
き
た
の
で
、
速
や
か
に
弁
明
す
る

よ
う
に
と
い
う
の
で
あ
る
。
時
光
を
訴
え
た
蓮
阿
と
い
う

女
性
は
、
時
光
の
腹
違
い
の
姉
で
あ
り
、
大
石
寺
第
三
世

と
な
っ
た
日
目
の
母
で
あ
る
。

　

譲
状
作
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
様
々
だ
が
、
時
光
は
こ
の

相
論
（
訴
訟
で
争
う
こ
と
）
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
自
ら
の

死
後
に
子
孫
の
間
で
争
い
が
起
こ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
譲

状
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
時
忠
が
時
光
に
先
立
ち
死
去
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

時
光
は
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
二
月
に
再
度
所
領
を
譲

り
直
す
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
徳
治
二
年
の
史
料
が
存
在
す
る
事
で
、
延
慶
二

年
ま
で
の
間
に
時
光
が
左
衛
門
尉
に
任
官
し
た
事
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
徳
治
二
年
の
文
書
の
宛
名
は
無
官
で
あ

る
こ
と
を
示
す
「
南
条
七
郎
二
郎
殿
」
で
あ
っ
た
が
、
延

慶
二
年
の
譲
状
の
署
名
は
「
左
衛
門
尉
時
光
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。「
左
衛
門
尉
」
は
完
全
な
る
名
誉
職
と

は
い
え
、
一
生
を
無
官
で
終
え
る
武
士
も
多
い
中
で
、
南

条
氏
庶
流
の
時
光
が
任
官
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

さ
ら
に
時
光
自
筆
の
文
書
に
見
ら
れ
る
「
徳
治
年
中
の

御
下
文
」
の
言
葉
か
ら
、
時
光
は
徳
治
年
中
に
所
領
の
安

堵
（
所
領
領
有
の
承
認
）
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。
徳
治
二
年
か
ら
延
慶
二
年
の
二
年
間
は
、
時
光
に

と
っ
て
、
武
士
と
し
て
の
人
生
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
期

と
な
っ
た
時
期
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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